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▲「ごちそうカントリー」番組収録と放送

▲柑橘技術者協議会全員研修会
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main
topics
メイントピックス

ビ
ス
㈱
（
現
サ
ー
ラ
エ
ナ
ジ
ー
㈱
）
の
３

社
で
ガ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
静
岡
㈱
、
ガ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
浜
松
㈱
を
設
立
す
る
な
ど
、

同
業
他
社
と
の
協
力
に
よ
る
共
同
充
填
の

実
施
に
よ
り
、
県
内
全
域
で
の
供
給
体
制

の
実
現
及
び
効
率
化
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
は
浜
松
地

区
に
お
い
て
、
サ
ー
ラ
エ
ナ
ジ
ー
㈱
と
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
統
一
化
に
よ
る
共
同
配

送
も
開
始
し
、
更
な
る
配
送
効
率
化
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑵
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
総
合
供
給
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

県
内
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
事
業
に
お
け
る
昭

し
て
い
ま
す
。

２
．
本
会
の
取
組 

⑴ 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填
所
の
運
営
と
共
同
充
填
の
取
組

　

農
家
、
組
合
員
の
生
活
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
昭
和
30
年
代
か
ら
普
及
し
始
め

た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
、
本
会
も
昭
和
39

年
を
皮
切
り
に
、
県
内
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填

所
を
構
え
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
体
制
を
構
築

し
、
Ｊ
Ａ–

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
の
拠
点
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
下
田
充
填
所
、
大
井
川
充
填
所
、

袋
井
充
填
所
に
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど

へ
の
充
填
作
業
を
行
う
他
、
平
成
17
年
に

は
本
会
・
鈴
与
商
事
㈱
・
ガ
ス
テ
ッ
ク
サ
ー

和
60
年
代
ま
で
の
電
算
処
理
は
、
静
岡
県

農
協
電
算
セ
ン
タ
ー
㈱
や
、
各
保
安
セ
ン

タ
ー
の
独
自
シ
ス
テ
ム
を
Ｊ
Ａ
毎
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
シ
ス

テ
ム
は
手
書
き
の
検
針
伝
票
に
よ
る
運
用

で
、
質
量
販
売
（
ボ
ン
ベ
の
重
量
を
計
測

し
販
売
す
る
方
法
）
が
多
く
、
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
に
よ
る
販
売
に
つ
い
て
も
検
針
値
の

相
違
な
ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
検
針
値
を
活
用
し
て
ボ
ン

ベ
の
配
送
予
定
日
を
予
測
す
る
こ
と
か
ら
、

ガ
ス
切
れ
な
ど
で
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
Ｊ
Ａ
全

農
が
開
発
し
た
供
給
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

を
、
昭
和
63
年
に
全
国
で
い
ち
早
く
導
入

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ–

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
事
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
平
成
元
年
に
総

合
供
給
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
供
給
セ
ン
タ
ー
は
県
下
Ｊ
Ａ–

Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
に
必
要
な
検
針
処
理
、
配
送

予
測
処
理
、
顧
客
管
理
、
保
安
管
理
な
ど

を
県
下
統
一
の
仕
組
み
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
検
針
情
報
は
、
静
岡
県
農
協

電
算
セ
ン
タ
ー
㈱
に
デ
ー
タ
提
供
し
、
実

績
計
上
や
未
収
金
計
上
を
行
う
と
と
も
に
、

集
金
代
行
（
他
行
決
済
）
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
の
デ
ー
タ
処
理
を
実
施
し
、
組
合
員
、

利
用
者
か
ら
の
決
済
の
多
様
化
要
望
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
、
独
自
開
発
に
よ
る
新

供
給
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
、
利

便
性
や
効
率
化
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
２
年
か
ら
は
、同
セ
ン
タ
ー

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
は
「
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
３
か
年
計

画
」
の
基
本
目
標
と
し
て
「
経
営
環
境
に

対
応
し
た
事
業
・
経
営
の
転
換
」
を
掲
げ
、

地
域
・
組
合
員
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め

の
事
業
提
案
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

で
は
、
組
合
員
の
営
農
活
動
や
く
ら
し
を

支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
石
油
）

に
つ
い
て
、
本
会
が
持
つ
拠
点
機
能
と
そ

の
取
組
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
と
も
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
巡
る
情
勢

　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
指
標
と
な
る
価
格

（
サ
ウ
ジ
Ｃ
Ｐ
価
格
、
図
１
）
は
、
原
油

高
の
影
響
を
受
け
、
令
和
４
年
４
月
価
格

は
９
４
０
㌦
／
㌧
と
大
幅
高
値
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
不
需
要
期
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
下
落
し
ま
し
た
が
、
上
期
平
均
価

格
は
７
６
４
㌦
／
㌧
と
、
昨
年
同
期
の

５
８
８
㌦
／
㌧
を
１
７
６
㌦
／
㌧
上
回
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
為
替
も
大
幅
な
円
安
が

進
行
し
た
こ
と
で
輸
入
価
格
は
高
止
ま
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
た
め
に

本
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
機
能
の
紹
介
と
取
組
に
つ
い
て▲大井川プロパンガス充填所

▲図１　サウジＣＰ価格（ドル／トン）
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～用語解説～
サウジＣＰ（コントラクト・プライス）とは、ＬＰガスの最大の輸出国であるサウジアラビアの
国営企業「サウジアラムコ」が輸入国の取引先と交わす契約価格。ＬＰガス最大の輸
出国であるサウジアラビアが決定したＣＰは、世界のＬＰガス輸出価格のベースとなります。
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内
に
集
中
監
視
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
24

時
間
、
休
日
、
祝
日
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全

な
使
用
を
見
守
る
体
制
を
構
築
い
た
し
ま

し
た
。
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
Ｊ
Ａ
全
農

子
会
社
で
あ
る
㈱
Ｊ
Ａ–

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
情
報

セ
ン
タ
ー
に
同
事
業
を
委
託
し
、
更
な
る

保
安
の
高
度
化
や
効
率
化
に
向
け
対
応
し

て
い
ま
す
。

Ⅲ 

石
油
事
業

１
．
石
油
を
巡
る
情
勢

　

４
月
の
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油
価
格
（
図
２
）

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
り
、
１
０
０
㌦
／
㌭
台
近
辺
の
高

値
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
以

降
も
脱
炭
素
に
よ
る
化
石
燃
料
へ
の
投

資
抑
制
で
産
油
国
の
減
産
が
進
ん
だ
こ

と
や
、
コ
ロ
ナ
後
の
需
要
回
復
に
よ
り

上
昇
し
、
６
月
上
旬
に
は
一
時
１
２
０

㌦
／
㌭
台
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
世
界
的
に
中
央
銀
行
の
利
上
げ

に
よ
る
景
気
後
退
懸
念
や
、
イ
ラ
ン
へ

の
制
裁
緩
和
に
よ
る
輸
出
再
開
、
産
油

国
の
増
産
拡
大
に
よ
り
価
格
上
昇
は
落

ち
着
き
、
９
月
後
半
は
90
㌦
／
㌭
を
割

り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
同
様
、

円
安
の
影
響
で
輸
入
価
格
は
高
止
ま
り

し
て
い
ま
す
。

２
．
本
会
の
取
組

　

Ｊ
Ａ
全
農
と
と
も
に
全
国
の
Ｊ
Ａ-

Ｓ

Ｓ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
組
合

員
や
利
用
者
へ
の
車
両
や
農
機
具
へ
の

燃
料
供
給
の
ほ
か
、
生
活
に
必
要
な
灯

油
や
営
農
用
重
油
の
供
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
で
は
平
成
８

年
よ
り
石
油
受
注
セ
ン
タ
ー
を
構
え
、

営
農
用
重
油
な
ど
の
受
発
注
や
、
県
下

Ｓ
Ｓ
か
ら
の
受
注
・
配
車
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

main topics

　

ま
た
石
油
元
売
会
社
が
合
併
、
統
合

し
石
油
業
界
が
再
編
さ
れ
る
中
、
Ｊ
Ａ

全
農
や
県
内
外
の
商
社
と
折
衝
を
行
い
、

燃
料
の
有
利
仕
入
や
安
定
供
給
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
本
会
は
燃
料
配
送
会
社
と

直
接
契
約
を
行
う
ほ
か
、
配
送
車
両
の

一
部
チ
ャ
ー
タ
ー
を
行
い
な
が
ら
、
燃

料
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。

Ⅳ  

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
体

制
整
備
と
今
後
の
取
組

１
．
県
下
燃
料
事
業
の
体
制
整
備

　

Ｊ
Ａ–

Ｓ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
燃
料
供
給

体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
本
会
子
会
社
の

ジ
ェ
イ
エ
イ
静
岡
燃
料
サ
ー
ビ
ス
㈱
が
一

部
経
営
受
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
を
皮
切
り
に
、
現
在

17
Ｓ
Ｓ
を
Ｊ
Ａ
よ
り
受
託
し
、
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
も
平

成
30
年
に
Ｊ
Ａ
し
み
ず
、
Ｊ
Ａ
掛
川
市
よ

り
事
業
譲
受
し
、
小
売
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

２
．
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
取
組
検
討

　

世
界
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
加
速
化
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
な
ど
に
よ
り
、
電
気
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
需
要
が
急
速

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、
本
会
と

し
て
も
農
家
、
組
合
員
へ
の
最
適
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
提
案
が
出
来
る
よ
う
、
従

来
の
石
油
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
加
え
、
電
力
小

売
事
業
へ
の
対
応
な
ど
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ⅳ 

お
わ
り
に

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
組

合
員
の
営
農
・
く
ら
し
を
燃
料
で
支
え
る

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
取
組
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
不
安
定
な
世
界
情

勢
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
円

安
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
安
定
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・・
く
ら
し
支
援
部　

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

電
話
：
０
５
４
ー
２
８
４
ー
９
５
２
９

�

（
石
油
）

　
　
　

０
５
４
ー
２
８
４
ー
９
７
４
２

�

（
ガ
ス
）

▲燃料を継続供給するために本会がチャーター契約するローリー

▲JASS-PORT南伊豆

▲図２　ＷＴＩ原油価格（ドル／バーレル）
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～用語解説～
ＷＴＩ原油価格は、ニューヨーク・マーカンタイル取引所で取引されているＷＴＩ（西テキ
サス地方の中質原油）という米国の代表的な原油の先物商品の価格。取引量と市
場参加者が多いことから、原油価格の代表的な指標のひとつとなります。
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topics & news

新
米
の
県
産
米
を
Ｐ
Ｒ

テ
レ
ビ
番
組
で
県
産
米
を
紹
介

柑
橘
技
術
員
の
技
術
力・指
導
力
向
上
の
た
め
に

柑
橘
技
術
者
協
議
会
全
員
研
修
会グ

・
マ
ル
チ
（
Ｓ
・
マ
ル
チ
）
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。
Ｓ
・
マ
ル
チ
は
、
同
機

構
が
高
い
実
用
性
と
安
定
し
た
高
品
質
果

実
を
生
産
で
き
る
技
術
と
し
て
開
発
し
た

も
の
で
、
専
用
シ
ー
ト
（
Ｓ
・
シ
ー
ト
）

を
園
内
に
埋
設
し
根
域
に
水
分
が
入
ら
な

い
よ
う
に
防
ぎ
そ
の
上
に
マ
ル
チ
を
す
る

も
の
で
す
。
同
機
構
の
岩
﨑
光
徳
研
究
員

が
Ｓ
・
マ
ル
チ
の
施
工
方
法
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。
Ｓ
・
マ
ル
チ
の
試
験
を
行
っ

た
早
生
温
州
み
か
ん
で
は
、
開
発
１
年
目

の
２
０
１
７
年
か
ら
連
年
で
糖
度
12
度
以

上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
研
究
成
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
み
ず
管
内
の
圃
場
で
は
、
半
樹

交
互
結
実
の
実
践
園
を
視
察
し
、
同
Ｊ
Ａ

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
興
津
営
農
拠
点
の
安

竹
英
晴
拠
点
長
が
隔
年
結
果
是
正
や
作
業

の
省
力
化
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、温
州
み
か
ん
の
新
品
種「
春
し

ず
か
」
の
特
性
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー

曽
根
悠
介
研
究
員
が
説
明
し
、
試
験
圃
場

を
確
認
し
ま
し
た
。「
春
し
ず
か
」
は
、収

穫
時
期
が
「
青
島
温
州
」
に
比
べ
て
約
１

か
月
遅
い
超
晩
生
で
、
浮
皮
の
発
生
が
少

な
く
、
３
月
ま
で
の
長
期
貯
蔵
後
で
も
適

度
な
酸
味
が
あ
り
食
味
が
良
く
高
い
貯
蔵

性
を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
す
。

９
月
７
日
、
本
会
（
柑
橘
果
樹
課
）・
静

岡
県
柑
橘
技
術
者
協
議
会
・（
一
社
）
静
岡

県
柑
橘
振
興
基
金
協
会
は
、
静
岡
市
清
水

区
で
柑
橘
技
術
者
協
議
会
全
員
研
修
会
を

開
催
し
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
技
術
者
約
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
内
の
柑
橘
技
術

員
を
一
堂
に
会
し
、
新
品
種
や
新
技
術
な

ど
に
つ
い
て
意
識
や
情
報
の
共
有
を
図
る

こ
と
が
目
的
。
同
研
修
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
当
日
は

雨
が
降
る
中
で
し
た
が
参
加
者
は
講
師
ら

と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
庵
原
圃
場
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ア
グ

リ
サ
ー
ビ
ス
静
岡
の
望
月
紀
志
代
表
が
講

師
を
務
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
防
除
を

実
演
し
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン

は
、
事
前
に
圃

場
デ
ー
タ
を
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

し
て
お
り
、
参

加
者
は
全
自
動

飛
行
で
薬
剤
が

散
布
さ
れ
る
様

子
を
確
認
し
ま

し
た
。

農
研
機
構
カ

ン
キ
ツ
研
究
領

域
の
圃
場
で
は
、

シ
ー
ル
デ
ィ
ン

食
糧
課
は
、
本
県
産
の
新
米
出
荷
開
始

に
合
わ
せ
て
県
内
で
放
送
さ
れ
る
テ
レ
ビ

番
組
で
、
県
産
米
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
は
、「
チ
ョ
ッ

と
！
い
い
タ
イ
ム
」（
テ
レ
ビ
静
岡
・
９
月

８
日
放
送
）
と
「
Ｄ
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」（
静
岡

第
一
テ
レ
ビ
・
９
月
14
日
放
送
）
の
２
番

組
で
、
食

糧
課
の
杉

本
耀
介
職

員
が
両
番

組
に
出
演

し
「
新
米

は
、
も
ち

も
ち
と
し

た
食
感
と

甘
味
が
特

徴
。
こ
の

時
期
し
か

味
わ
え
な

い
、
炊
き

た
て
の
ご

は
ん
本
来

の
美
味
し

さ
を
味
わ

っ
て
く
だ

さ
い
」
と

紹
介
し
ま

し
た
。

▲ドローン防除の実演（本会庵原圃場）

▲S・マルチ栽培の効果と施工方法を説明（農研機構カンキツ研究領域）

▲半樹交互結実の実践園（JAしみず管内圃場）

▲「Dstyle」（静岡第一テレビ・９月14日放送） ▲「チョッと！いいタイム」（テレビ静岡・９月８日放送）
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topics & news

〇
普
通
煎
茶
の
部

１
等
１
席　

農
林
水
産
大
臣
賞

・
相
藤
園　

相
藤
裕
次
（
川
根
本
町
）

１
等
２
席　

静
岡
県
知
事
賞

・
相
藤
農
園　

相
藤
直
紀
（
川
根
本
町
）

〇
深
蒸
し
煎
茶
の
部

１
等
１
席　

農
林
水
産
大
臣
賞

・
農
事
組
合
法
人
東
山
茶
業
組
合

　

杉
山
敏
広
工
場
長
（
掛
川
市
）

１
等
２
席　

静
岡
県
知
事
賞

・
農
事
組
合
法
人
山
東
茶
業
組
合

　

伊
藤
智
章
代
表
理
事
（
掛
川
市
）

１
等
３
席　

日
本
茶
業
中
央
会
会
長
賞

・
や
ま
ま
満
寿
多
園

　

三
倉
豊
博
取
締
役
常
務
（
御
前
崎
市
）

〇
て
ん
茶
の
部

１
等
１
席　

農
林
水
産
大
臣
賞

・
市
之
瀬
の
里　

勝
治
義
男
（
藤
枝
市
）

１
等
２
席　

静
岡
県
知
事
賞

・
小
園
碾
茶
組
合　

宮
崎
研
一
郎（
藤
枝
市
）

１
等
３
席　

日
本
茶
業
中
央
会
会
長
賞

・
小
園
碾
茶
組
合　

小
林
秀
明
組
合
長（
藤
枝
市
）

１
等
４
席　

全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
会
長
賞

・
小
園
碾
茶
組
合　

小
林
博
（
藤
枝
市
）

１
等
５
席　
全
国
茶
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞

・
小
園
碾
茶
組
合　

桑
山
寿
美
男（
藤
枝
市
）

〇
つ
ゆ
ひ
か
り
の
部

県
知
事
賞

・
湯
日
第
一
茶
農
業
協
同
組
合

　

古
沢
義
晴
代
表
理
事
組
合
長
（
島
田
市
）

〇
被
覆
茶
の
部

県
知
事
賞

・
農
事
組
合
法
人
東
山
茶
業
組
合

　

杉
山
裕
朗
代
表
理
事
（
掛
川
市
）

８
月
２
日
か
ら
３
日
間
、茶
業
部
と（
公

社
）
静
岡
県
茶
業
会
議
所
は
、
静
岡
市
葵

区
の
㈱
静
岡
茶
市
場
で
「
第
57
回
静
岡
県

茶
品
評
会
」
を
開
き
、
県
内
よ
り
合
わ
せ

て
３
２
３
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
産
茶
の
特
質
を
明
ら
か
に
、
消
費

者
に
好
ま
れ
る
茶
生
産
技
術
の
向
上
に
貢

献
し
、
本
県
茶
業
の
発
展
を
図
る
こ
と
が

目
的
。

出
品
点
数
は
、
普
通
煎
茶
99
点
、
深
蒸

し
煎
茶
93
点
、
て
ん
茶
１
０
０
点
、「
つ

ゆ
ひ
か
り
」
19
点
、
被
覆
茶
12
点
で
し
た
。

品
評
会
で
は
、
試
験
研
究
機
関
・
生
産
・

流
通
関
係
団
体
な
ど
代
表
者
の
審
査
員
13

人
が
外
観
・
香
気
・
水
色
・
滋
味
な
ど
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

消
費
者
に
好
ま
れ
る
茶
づ
く
り
を

第
57
回
静
岡
県
茶
品
評
会

県
下
J
A
グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
図
る

令
和
４
年
度
第
１
回
静
岡
県
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
部
長
会
を
開
催

９
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
支
援
課
は
令
和
４
年

度
第
１
回
静
岡
県
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
部
長
会

を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
と
本
会
の
担
当
部
長
ら

37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
参
加
者

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
い
リ
モ
ー

ト
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

�

開
催
に
先
立
ち
、
部
長
会
の
会
長
を
務

め
る
Ｊ
Ａ
し
み
ず
良
知
和
久
営
農
経
済
部

長
と
本
会
の
加
藤
敦
啓
代
表
理
事
理
事
長

が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
情
勢
報

告
と
し
て
、
寺
田
国
彦
代
表
理
事
専
務
よ

り
本
会
の
事
業
概
況
と
系
統
農
業
機
械
事

業
の
持
続
化
に
向
け
て
の
検
討
に
つ
い
て

説
明
し
、
Ｊ
Ａ
全
農
西
日
本
資
材
事
業
所

の
田
中
達
也
所
長
よ
り
肥
料
原
料
の
仕
入

れ
や
肥
料
製
造
業
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

情
勢
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
事
項
と
し
て
、
本
県
農
業
と
本
会

の
Ｊ
Ａ
支
援
取
組
事
項
に
つ
い
て
石
川
和

弘
常
務
理
事
が
説
明
し
た
他
、
み
か
ん
園

芸
部
よ
り
農
産
物
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
伴

う
情
報
共
有
・
意
見
交
換
会
の
開
催
、
建

設
部
よ
り
委
託
契
約
に
よ
る
「
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、㈱
タ
イ
ミ
ー
の
葛
西
伸
也
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
よ
り
労
働
力
支
援
の
提
案
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

▲JAしみず良知和久営農経済部長

▲加藤敦啓代表理事理事長
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topics & news

葬
儀
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業

連
絡
協
議
会
研
修
会

肥
料
工
場
と
土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
を
紹
介

「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」番
組
収
録
と
放
送

９
月
８
日
、
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連

絡
協
議
会
（
事
務
局
・
生
活
葬
祭
課
）
は
、

県
農
業
会
館
で
「
令
和
４
年
度
静
岡
県
農

協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
研
修
会
」
を
開

き
、
会
員
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
子
会
社
の
担
当
者

ら
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
講
師
と
し
て
エ
ピ
ロ
ー

グ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
小
野
寺
秀
友
代

表
取
締
役
を
招
き
、「
葬
儀
担
当
者
に
必

要
な
『
説
明
力
』
と
『
共
感
力
』」
を
テ

ー
マ
に
研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局

よ
り
葬
祭
事
業
に
関
す
る
情
勢
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

８
月
21
日
、
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
で
毎
週

日
曜
日
昼
11
時
40
分
か
ら
放
送
し
て
い
る

「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」
で
、「
肥
料
と

土
壌
診
断
」
を
テ
ー
マ
に
本
会
大
井
川
肥

料
工
場
・
土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
の
取

組
と
農
産
物
と
し
て
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
の
ハ

ウ
ス
み
か
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。

番
組
収
録
は
８
月
10
日
に
行
い
、
番
組

制
作
の
た
め
本
会
（
生
産
資
材
部
、
企
画

管
理
課
）
は
、
土
壌
診
断
を
活
用
し
て
い

る
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
の
生
産
者
内
藤
宏
基
さ

ん
の
ハ
ウ
ス
や
焼
津
市
の
本
会
大
井
川
肥

料
工
場
な
ど
で
取
材
協
力
を
し
ま
し
た
。

番
組
で
は
、
圃
場
で
の
土
壌
サ
ン
プ
ル

採
取
か
ら
分
析
セ
ン
タ
ー
で
の
土
壌
診
断

に
つ
い
て
一
連
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

内
藤
さ
ん
の
圃
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び

柑
橘
課
山
本
輝
弥
柑
橘
指
導
員
も
出
演
し

Ｊ
Ａ
が
行
う
生
産
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
取

組
と
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
の
ハ
ウ
ス
み
か
ん
を

紹
介
し
ま
し
た
。
大
井
川
肥
料
工
場
内
に

あ
る
土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

塚
本
大
智
職
員
が
出
演
し
、
土
壌
診
断
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
井

川
肥
料
工
場
で
は
、
小
笠
原
紀
征
工
場
長

が
肥
料
原
料
の
仕
入
れ
か
ら
製
造
、
パ
ッ

キ
ン
グ
、
肥
料
倉
庫
で
の
保
管
ま
で
の
流

れ
と
本
会
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」
は
、
動
画

配
信
サ
イ
ト
「hulu

」
で
配
信
し
て
い
ま

す
（
視
聴
に
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す
）。
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topics & news

金　

賞
静
岡
県
知
事
賞

静
岡
県
京
浜
地
区
果
実
流
通
協
議
会
会
長
賞

　

太
田　

雅
俊
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

銀
賞
１　

静
岡
県
経
済
産
業
部
長
賞

　

杉
山　

貴
志
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

銀
賞
２

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
長
賞

　

片
山　

進
一
（
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
）

銀
賞
３

静
岡
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
代
表
理
事

会
長
賞

　

矢
部　

光
良
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

銀
賞
４

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
理
事
長
賞

　

栗
山　

直
美
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）

銅　

賞

　
　

赤
堀　

輝
雄
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）

　
　

鈴
木
美
保
子
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

　
　

鈴
木　

康
朗
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

　
　

鈴
木　

和
美
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

　
　

夏
目　

正
秀
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）

　
　

大
石　

栄
次
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

　
　

後
藤
二
三
雄
（
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
）

　
　

望
月　

和
宏
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
リ
モ
ー
ト
就
業
体
験

令
和
４
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

人
事
教
育
課
は
、
８
月
30
日
と
９
月
２

日
の
２
日
間
、
令
和
６
年
度
採
用
に
臨
む

学
生
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
各
地
の
大
学

な
ど
か
ら
学
生
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
就
業
体
験

を
通
じ
て
本
会
の
事
業
内
容
や
役
割
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
人
事
教
育
課
よ
り
本

会
事
業
概
要
と
み
か
ん
園
芸
部
よ
り
青
果

物
流
通
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
消
費
者
へ
の
静
岡
レ
タ

ス
の
Ｐ
Ｒ
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生

は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
意
見

を
ま
と
め
、
発
表
を
行
い
、
出
さ
れ
た
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
本
会
職
員
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
活
動
ア

ド
バ
イ
ス
と
質

疑
応
答
を
行
い
、

参
加
し
た
学

生
ら
の
就
職
活

動
の
悩
み
や
職

場
環
境
な
ど
の

質
問
に
つ
い
て
、

本
会
若
手
職
員

が
答
え
ま
し
た
。

９
月
12
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
・
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
県
農

業
会
館
で
「
第
45
回
静
岡
県
い
ち
じ
く
果

実
品
評
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
県
産
い
ち

じ
く
の
品
質
改
善
と
生
産
者
の
技
術
向
上

を
図
り
、
産
地
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
的
。

審
査
対
象
の
品
種
は
「
桝
井
ド
ー
フ
ィ

ン
」
で
、
７
Ｊ
Ａ
か
ら
40
点
の
出
品
と
な

り
ま
し
た
。
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果

樹
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
浦
英
之
セ
ン
タ
ー

長
が
審
査
長
を
務
め
、
静
岡
県
や
農
林
事

務
所
職
員
な
ど
審
査
員
10
人
が
、
外
観
や

糖
度
、
充
実
度
、
食
味
な
ど
を
規
定
に
基

づ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
出
品
物
の
平
均

糖
度
は
13
・
8
度
、
最
高
は
16
・
9
度
で

し
た
。

松
浦
セ
ン
タ
ー
長
は
「
本
年
は
８
月
ま

で
曇
天
・
降
雨
日
が
多
く
、
猛
暑
が
続
き

高
品
質
果
実
の
生
産
に
苦
労
さ
れ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
努
力

と
そ
の
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
出
品
さ
れ
た
も
の
は
高
い
レ
ベ
ル
で

品
質
が
揃
っ
て
い
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

出
品
物
は
、
９
月
13
日
に
静
岡
市
清
水

区
の
イ
オ
ン
清
水
店
で
販
売
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

い
ち
じ
く
の
品
質
向
上
を

第
45
回
静
岡
県
い
ち
じ
く
果
実
品
評
会

▲金賞を受賞した太田さんのいちじく▲銀賞４ ▲銀賞３

▲銀賞２ ▲銀賞１

▲グループワークの発表について意見交換する職員
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一 

は
じ
め
に

　

本
県
は
、
東
西
南
北
に
長
く
、
日
本
一

高
い
富
士
山
や
日
本
一
深
い
駿
河
湾
な
ど
、

多
様
で
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
生
産
さ
れ
る

農
林
水
産
物
は
、
四
百
品
目
以
上
あ
る
と

さ
れ
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
ま
す
。

一
方
、
消
費
者
の
健
康
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
農
産
物
の
抗
酸
化

能
（
後
述
）
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
消
費

拡
大
や
機
能
性
表
示
食
品
等
の
新
た
な
開

発
の
た
め
に
、
農
産
物
の
抗
酸
化
能
を
把

握
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
静
岡

県
の
農
産
物
に
対
し
て
、
抗
酸
化
能
を
調

べ
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
静
岡
県
農
産
物
一
四
一
品
目

に
対
し
て
、
抗
酸
化
能
を
調
査
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
産
物
に
含
ま
れ
て
い
る
抗
酸

化
物
質
で
あ
る
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
も

調
査
し
、
抗
酸
化
能
と
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
量
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

二 

抗
酸
化
能
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、

に
つ
い
て

　

一
般
的
に
、
ス
ト
レ
ス
や
細
菌
感
染
等

に
よ
り
体
の
中
で
は
、
活
性
酸
素
（
酸
素

が
化
学
的
に
活
性
に
な
っ
た
状
態
）
が
過

剰
に
発
生
し
ま
す
。
活
性
酸
素
は
、
不
安

定
な
物
質
で
す
が
強
い
酸
化
力
を
示
す
た

め
、
体
内
成
分
の
酸
化
を
促
し
、
脂
質
、

タ
ン
パ
ク
質
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝
子
）
等
は
、

損
傷
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

抗
酸
化
能
と
は
、
活
性
酸
素
の
発
生
を

抑
制
し
た
り
、
生
成
し
た
活
性
酸
素
を
除

去
す
る
程
度
（
能
力
）
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
野
菜
等
、
農
産
物
に
も
多
く
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

抗
酸
化
能
を
有
す
る
物
質
を
抗
酸
化
物
質

と
呼
び
ま
す
。
抗
酸
化
物
質
を
多
く
含
有

す
る
食
品
を
日
常
的
に
食
べ
る
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
観
点
か
ら
重
要
で

す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
抗
酸
化
能
の
強

弱
を
比
較
評
価
で
き
る
方
法
の
一
つ
で
あ

る
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
法
で
農
産
物
の
抗
酸
化
能
を

評
価
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
は
、
新

鮮
重
１
０
０
ｇ
あ
た
り
の
Ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｘ

（
水
溶
性
抗
酸
化
物
質��

Ｔ
Ｅ
）�

相
当
量
と

し
て
算
出
し
ま
し
た
。

　

農
産
物
中
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
抗
酸

化
物
質
に
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
摂
取
に
よ
り

酸
化
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
心
血
管
疾
患

リ
ス
ク
低
減
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
生
活
習
慣
病
の
改
善
等
が
期
待
で
き

ノ
ー
ル
量
の
散
布
図
を
示
し
ま
し
た
。
総

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
と
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
の

間
に
高
い
相
関
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
抗
酸
化
物
質
の
対
象
に

し
た
場
合
、
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
を
測
定
す
れ

ば
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
が
あ
る
程
度
推

察
で
き
る
と
い
え
ま
す
。

五 

分
類
毎
の
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
と

総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量

　

表
１
に
分
類
毎
の
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
と

総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
、
全
体
の
平

均
値
を
示
し
ま
し
た
。
一
四
一
品
目
の

全
体
の
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
の
平
均
値
は

750µm
olTE/100g

で
す
が
、
穀
類
、
豆

類
、
果
樹
類
、
そ
の
他
は
そ
れ
ら
を
大
き

く
上
回
る
、1371-1904µm

olTE/100g

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
量
の
平
均
値
は324m

gG
AE/100gF.

W
.

で
す
が
、
穀
類
、
豆
類
、
柑
橘
類
、

そ
の
他
は
、467-678m

gG
AE/100gF.

W
.

と
高
い
値
を
示
し
ま
し
た
。
逆
に
、
根

菜
類
や
い
も
類
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
、
総

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
と
も
に
少
な
い
値
を

示
し
ま
し
た
（
表
１
）。
一
般
に
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
は
、
植
物
が
自
分
自
身
の
体
を

太
陽
光
等
の
紫
外
線
か
ら
守
る
た
め
作
り

出
し
た
水
溶
成
分
で
あ
り
、
色
素
や
苦
味
、

渋
味
の
中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
土

る
農
産
物
の
重
要
な
成
分
の
一
つ
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
農
産
物
の
総
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
量
に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
し
た
。

総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
は
、
新
鮮
重
量�

１
０
０
ｇ
あ
た
り
の
没
食
子
酸
（
タ
ン
ニ

ン
様
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
）
相
当

量
と
し
て
算
出
し
ま
し
た
。

三 

供
試
し
た
農
産
物
に
つ
い
て

　

供
試
し
た
農
産
物
は
、
一
九
八
八
年
に

静
岡
県
が
県
内
各
地
で
栽
培
ま
た
は
自
生

し
て
い
る
野
生
種
や
在
来
種
を
ま
と
め

た
「
遺
伝
資
源
リ
ス
ト
」
を
元
に
農
林
事

務
所
と
連
携
し
、
現
地
の
再
調
査
を
実
施

し
て
収
集
し
た
九
六
品
目
、�

さ
ら
に
、
主

要
作
物
と
し
て
「
静
岡
県
野
菜
園
芸
の
生

産
と
流
通
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
農
産
物

な
ど
四
五
品
目
、
合
計
一
四
一
品
目
を
分

析
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
分
類
ご
と
の
内

訳
は
、
葉
菜
類
四
一
品
目
、
果
菜
類
一
六

品
目
、
根
菜
類
八
品
目
、
芋
類
二
三
品

目
、
穀
類
九
品
目
、
豆
類
七
品
目
、
柑
橘

類
二
一
品
目
、
果
樹
類
（
柑
橘
類
除
く
）

一
三
品
目
、
そ
の
他
三
品
目
（
桑
の
葉
、

桜
葉
、
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ
）
で
す
。

四 

Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
と
総
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
量
の
関
係

　

図
１
に
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
と
総
ポ
リ
フ
ェ

静
岡
県
農
産
物
の
抗
酸
化
能
と

　
　
　
　
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量

静岡県農林技術研究所
加工技術科

小 杉  徹

私
が紹介

します

!
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壌
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
根
菜
類
や
芋
類
は
、

紫
外
線
の
影
響
を
受
け
づ
ら
い
た
め
、
総

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
が
少
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

六 

Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
活
性
と
総
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
量
が
多
い
農
産
物

　

図
２
に
、
一
四
一
品
目
中
、
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ

活
性
と
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
が
多
い
農

産
物
五
品
目
を
示
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ

活
性
は
、
オ
ニ
ク
ル
ミ
が
最
も
高
く
、
以

下
、
在
来
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
、
桜
葉
、
在
来

ア
ズ
キ
、
水
窪
ト
ウ
ゴ
ロ
ウ
ア
ズ
キ
で
し

た
。
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
は
、
ト
ウ
ス

の
果
皮
が
最
も
多
く
、
以
下
、
水
窪
タ
カ

キ
ビ
、
在
来
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
桜
葉
、
エ

ゴ
マ
（
葉
）
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
一
）。

い
ず
れ
も
、
在
来
作
物
で
し
た
。

七 

お
わ
り
に

　

在
来
作
物
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
山

間
の
過
疎
地
域
に
あ
り
、
現
在
継
承
の
危

機
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
地

域
の
在
来
作
物
に
、
抗
酸
化
能
を
指
標
と

す
る
新
し
い
付
加
価
値
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
在
来
作
物

の
存
続
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
利

用
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
現
在
、
抗
酸
化
能
等
の
一
部
の

デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
、
農
林
水
産
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
、(

公

財)

静
岡
県
産
業

振
興
財
団
フ
ー

ズ
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本

県
特
産
の
農
畜
水
産
物
か
ら
一
〇
五
品
目

を
調
査
（
在
来
作
物
二
八
、
野
菜
一
七
、�

果
樹
二
四
、
茶
三
、
水
産
物
三
一
、
畜
産
物�

二
）
し
、
商
品
開
発
に
資
す
る
機
能
性
や

栄
養
成
分
、
産
地
情
報
だ
け
で
な
く
、
農�

産
物
の
写
真
、
学
名
、
品
種
、
特
徴
、
来
歴･�

歴
史
、
栄
養
成
分
、
時
期
、
栽
培
法
、
学

術
情
報
な
ど
を
記
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
農
産

物
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
生
産
者
と
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

連
絡
先

磐
田
市
富
丘
六
七
八

−

一

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所�

加
工
技
術
科

M
ail

：agrikakou@
pref.shizuoka.lg.jp

表１　分類毎のDPPH活性と総ポﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ量（平均値±標準偏差）

分類 （µmol TE/100g F.W.） (mg　GAE/100g F.W.）

葉菜類　41品目 504 ± 540 229± 187
果菜類　16品目 544 ± 655 215±345
根菜類　 8品目 328 ± 285 170± 191
芋類　　23品目 394 ± 379 244 ± 172
穀類　　 9品目 1561 ± 664 669 ±422
豆類  　 7品目 1711 ± 1094 494 ±169
柑橘類　21品目 719 ± 544 467 ±441
果樹類　13品目 1371 ± 1648 375± 237
その他 　3品目 1904 ± 995 678 ±334
全平均 141品目 750 ± 853 324 ± 309
注1）新鮮重 100 g あたりのTrolox 
　 　相当量（µmol TE/100g F.W.）として算出。
注2）新鮮重 100 g あたりの没食子酸 
　 　相当量（mg GAE/100g F.W.）として算出。

総ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ量
注2）

DPPH活性
注1）

▲(公財)静岡県産業振興財団
フーズ・ヘルスケアオープン
イノベーションセンターＨＰ
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経済連肥薬通信10月号
経済連コンサルタントによる技術
情報

茶園からみかん園への転換事例や栽
培暦、柑橘誌の紹介を掲載していま
す。

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の
概況を掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー
（手順）を掲載しています。分析の
際はコチラから！

県内
JA限定

生
産･

事
業
推
進
に

　
　
役
立
つ
情
報
が
満
載
!!

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

柑橘果樹情報

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

更
新

営農ナビ 文字が大きく見やすくなってリニューアルしました！

▲鈴木組合長玉串奉奠 ▲鈴木組合長挨拶

10月７日、ＪＡふじ伊豆は、ファーマーズマーケッ
ト建設工事の竣工式を行いました。
神事は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策
を行い、鈴木正三代表理事組合長をはじめ、最小限の
出席者により厳粛に執り行われました。
本工事は、三島函南地区本部の南側の駐車場に建設
を行い、10月26日に新店舗がオープン予定です。
新店舗は、鉄骨造２階建、延床面積850㎡で、１階
の売場には農産物売場の他に、花き売場、試食コーナー
や精米コーナーなどを配置しております。売場内の天
井高さは５ｍと高く設定し、明るく開放的な店内とし
ました。２階には事務室や職員休憩室などを計画しま
した。
設計監理は、静岡県経済連一級建築士事務所が行っ
ています。

富士伊豆農業協同組合

三島函南地区　新店舗完成

ファーマーズマーケット
建設工事　竣工式

▲建物外観写真

担当　建設部　054-284-9523
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担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)

検索しずおか手しお屋

担当：営業部 流通開発課
　　　（TEL:054-284-9728）

▲調理例

◀ 商品ページはこちら

※ 販売価格や販売時期は変更する場合があります。

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部�食糧課（TEL:054-284-9737）

▲バービーさんが稲刈り体験をしました

▲「静岡コシヒカリ」を紹介

▲生産者の髙井さんが出演

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ番組「しず

おかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）に協賛し、県産米

のPRを行っています。

　令和４年度の第５回目（９月17日）の放送では、お笑い芸人のフォーリ

ンラブ・バービーさんが、「静岡コシヒカリ」を紹介しました。「静岡コシ

ヒカリ」は粘り、甘み、旨みのバランスが絶妙で美しい炊き上がりが特徴。

番組では、浜松市東区の生産者・髙井敏明さんの圃場で、バービーさんが

コンバインで稲刈りを体験し、収穫した稲の乾燥工程を見学しました。

　次回の「しずお

かごはんが食べた

い！」（10月15日放

送）では、掛川市と

菊川市からオード

リー・春日俊彰さん

が紹介予定です。

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介
今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！

静岡そだちハンバーグ

3,780円（送料・税込み、クール代別途）

【商品内容】
　規格：生ハンバーグ180g×５個

【商品紹介】
　特選和牛静岡そだち
をふんだんに使用した
ハンバーグです。静岡
そだちの特徴である柔
らかな肉質と、甘みが
あり香り高い脂の特徴
を活かした逸品です。
ジューシーな旨味をお
楽しみください。
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JA
静
岡
経
済
連 世界お茶まつり2022に出展します

担当：茶業部　茶業課（TEL：054-284-9719）
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:keizairen@
kei.ja-shizuoka.or.jp 

10月20日（木）から23日（日）までの４日間、世界各国からお茶に関する「人」「もの」「情報」が 
集まるお茶の総合イベント「世界お茶まつり2022　秋の祭典」が静岡市駿河区のグランシップで開 
催されます。茶業部はグランシップ１Ｆ大ホール「海」で行われる「ワールドＯ－ＣＨＡマーケット」 
に出展し、本会ブランド茶「静岡茶揉一ひとえ」などを販売する予定です。ぜひご来場ください。
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